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４
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２
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和
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年
度

収
支
決
算
報
告

議
案
第
３
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定
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一
部
変
更

議
案
第
４
号

理
事
長
に
対
す
る
権
限
委
任

報

告報
告
第
１
号

令
和
５
年
度

事
業
計
画
及
び
収
支
予
算

定
時
総
会
は
同
日
午
後
１
時
30
分

に
開
会
。
就
業
相
談
員
の
上
江
洲
勝

さ
ん
の
司
会
で
進
行
し
た
。
最
初
に
、

上
原
秀
雄
理
事
長
が
挨
拶
（
２
面
に

全
文
掲
載
）
。
続
い
て
、
祝
辞
と
し

て
桑
江
朝
千
夫
沖
縄
市
長
、
瑞
慶
山

良
一
郎
沖
縄
市
議
会
議
長
、
翁
長
聡

沖
縄
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連

合
会
長
の
三
氏
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

寄
せ
ら
れ
、
仲
宗
根
正
史
事
務
局
長

が
代
読
し
た
。

議
事
進
行
の
議
長
に
は
、
浜
比
嘉

宗
明
副
理
事
長
を
選
出
。
会
員
総
数

５
２
７
人
中
、
３
６
１
人
（
出
席
者

22
人
、
委
任
状
３
３
９
人
）
の
過
半

数
で
総
会
成
立
を
宣
言
。
議
案
第
１

号
か
ら
第
４
号
ま
で
審
議
、
す
べ
て

原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。
報
告
事
項

と
し
て
、
令
和
５
年
度
事
業
計
画
及

び
収
支
予
算
に
つ
い
て
、
５
月
23
日

開
催
の
第
２
回
理
事
会
に
お
い
て
、

承
認
さ
れ
た
旨
の
報
告
が
あ
っ
た
。

令和５年度定時総会開催
４年連続の代理人による議決権行使

公益社団法人沖縄市シルバー人材センターの令和５年度定時総会が６月16日、シル

バーワークプラザ２階大会議室で開催され、令和４年度の事業報告・収支決算や定款

の一部変更など審議、原案どおりそれぞれ承認された。総会開催は、コロナ感染症の

５類移行後も引き続き感染対策を図るため、今年度も会場の収容に合わせて参加人数

を制限して規模縮小。今回も理事や地区長、班長らの出席にとどめ、会員からの委任

状に基づいて４年連続して、代理人による議決権行使の定時総会となった。

（右から）議事進行は浜比嘉副理事長、

議案を説明する仲宗根事務局長
上江洲就業相談員

が司会進行

監査報告をする

安次富正文監事



（第１９４号） 公益社団法人 沖縄市シルバー人材センター 令和５年７月５日（２)

令
和
５
年
度
定
時
総
会
を

開
催
す
る
に
あ
た
り
、
一
言

ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

本
日
は
、
お
忙
し
い
中
を

定
時
総
会
へ
ご
出
席
を
い
た

だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

本
来
で
し
た
ら
、
多
く
の
会
員
の
皆
様
の
ご
出

席
を
は
じ
め
、
ご
来
賓
を
お
招
き
し
て
、
定
時
総

会
の
開
催
を
予
定
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
も
一
時
に
比
べ
や
や
落
ち

着
い
て
き
て
い
る
も
の
の
、
ウ
イ
ル
ス
自
体
の
毒

性
は
弱
く
な
っ
た
と
は
い
え
、
ま
だ
感
染
力
は
強

い
と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
私
ど
も
シ
ル
バ
ー
の

会
員
全
て
が
高
年
齢
者
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、

今
年
度
も
必
要
最
小
限
の
人
数
で
の
開
催
に
な
り

ま
し
た
こ
と
を
ご
了
承
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

会
員
の
皆
様
に
お
い
て
は
、
引
き
続
き
「
就
業

活
動
」
や
「
日
常
生
活
」
等
に
お
い
て
、
出
来
る

だ
け
感
染
予
防
対
策
を
十
分
に
意
識
し
た
行
動
を

お
願
い
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

昨
年
度
は
、
当
セ
ン
タ
ー
事
業
の
「
イ
メ
ー
ジ

ア
ッ
プ
」
と
「
魅
力
あ
る
仕
事
の
開
拓
」
「
会
員
の

拡
大
」
に
つ
い
て
、
地
区
会
員
や
役
職
員
の
皆
様

と
十
分
協
議
し
な
が
ら
、
一
丸
と
な
っ
て
事
業
計

画
を
実
行
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

令
和
４
年
度
の
主
な
事
業
実
績
は
、
「
会
員
数
」

５
２
８
人
（
８
人
の
増
）
対
前
年
度
比
１
０
１
％
、

「
契
約
金
額
」
約
２
億
６
千
７
百
万
円
対
前
年
度

比
96
％
、
「
就
業
延
人
員
」
４
０
，
３
１
２
人
日

定
時
総
会
理
事
長
あ
い
さ
つ(

全
文)

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
が
、
会
員
の
皆
様
、
お
一
人
お

一
人
の
自
覚
に
よ
る
も
の
が
大
き
な
力
に
な
る
も
の

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
地
域
社
会
の
ニ
ー
ズ
を
先
取
り
し
、

会
員
の
技
術
・
能
力
を
高
め
、
仕
事
を
通
じ
て
地
域

社
会
の
発
展
に
貢
献
し
て
い
く
こ
と
が
セ
ン
タ
ー
の

担
う
べ
き
重
要
な
使
命
で
あ
り
、
こ
れ
が
と
り
も
な

お
さ
ず
会
員
の
皆
様
の
生
涯
現
役
・
健
康
寿
命
ア
ッ

プ
に
つ
な
が
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

最
初
に
述
べ
ま
し
た
と
お
り
、
感
染
症
の
終
息
は

ま
だ
ま
だ
不
透
明
で
市
民
の
生
活
に
長
期
的
な
不
安

と
様
々
な
影
響
が
出
て
い
る
状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、

当
セ
ン
タ
ー
で
は
会
員
の
〝

安
全
・
安
心

〟
を
第

一
に
、
「
請
負
・
委
任
」
に
よ
る
就
業
、
「
労
働
者

派
遣
事
業
」
に
よ
る
就
業
に
取
り
組
み
、
時
代
の
ニ
ー

ズ
に
対
応
し
た
シ
ル
バ
ー
の
就
業
の
場
の
提
供
・
拡

大
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

今
後
と
も
、
高
齢
者
が
長
年
に
わ
た
っ
て
培
っ
て

こ
ら
れ
た
知
識
や
経
験
、
技
能
を
活
か
し
働
く
こ
と

を
通
じ
て
「
生
き
生
き
と
活
動
す
る
社
会
」
の
実
現

を
目
指
し
て
、
役
職
員
一
丸
と
な
っ
て
事
業
の
推
進

に
努
め
、
「
就
業
活
動
」
を
は
じ
め
、
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
」
や
活
力
あ
る
地
域
社
会
の
構
築
に
寄
与
し

て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
会
員
の
皆
様
、

役
職
員
の
皆
様
方
の
な
お
一
層
の
ご
支
援
、
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
る
と
共
に
、
皆
様
の
ご
健
勝
と

ご
活
躍
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

令
和
５
年
６
月
16
日理

事
長

上

原

秀

雄

対
前
年
度
比
97
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

特
に
「
魅
力
あ
る
仕
事
の
開
拓
」
に
つ
い
て
は
、

新
た
に
保
育
補
助
分
野
や
デ
ジ
タ
ル
分
野
、
派
遣
に

よ
る
就
業
機
会
の
拡
大
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し

た
。
ま
た
新
規
入
会
者
に
つ
い
て
、
微
増
で
は
あ
り

ま
す
が
約
10
年
ぶ
り
に
会
員
が
増
加
と
な
っ
て
い
ま

す
。今

年
度
も
引
き
続
き
会
員
の
拡
大
に
つ
い
て
は
積

極
的
に
取
り
組
む
と
共
に
、
退
会
者
の
抑
制
に
も
取

り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
重
要
に
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

ご
承
知
の
と
お
り
、
今
年
に
入
り
一
層
世
界
的
に

不
安
定
な
変
動
期
を
迎
え
て
お
り
、
物
価
の
高
騰
な

ど
高
齢
者
を
取
り
巻
く
社
会
情
勢
も
大
き
く
変
化
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。

少
子
高
齢
化
が
急
速
に
進
む
中
、
定
年
年
齢
の
引

き
上
げ
や
継
続
雇
用
な
ど
国
の
施
策
は
、
セ
ン
タ
ー

に
と
っ
て
新
た
な
課
題
と
し
て
、
人
手
不
足
・
労
働

力
不
足
を
補
う
た
め
の
高
齢
者
の
就
労
促
進
な
ど
、

高
齢
者
の
働
き
方
に
つ
い
て
重
要
な
課
題
を
投
げ
か

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

次
に
、
セ
ン
タ
ー
事
業
に
お
い
て
最
も
重
要
課
題

で
あ
る
「
安
全
・
適
正
就
業
」
に
つ
い
て
で
す
が
、

「
安
全
・
適
正
就
業
委
員
会
」
「
安
全
推
進
員
」
等

に
よ
る
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
強
化
や
会
員
間
に
よ
る
声

掛
け
を
推
奨
し
、
安
全
に
対
す
る
意
識
の
高
揚
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
令
和
４
年
度
の
事
故
発
生
件

数
は
５
件
と
、
前
年
度
に
比
べ
て
１
件
の
増
加
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

特
に
、
安
全
で
適
正
な
就
業
に
つ
い
て
は
、
今
後

と
も
会
員
及
び
役
職
員
が
一
体
と
な
り
、
「
事
故
の

未
然
防
止
」
「
発
生
事
故
の
検
証
と
今
後
の
対
策
」

「
会
員
へ
の
情
報
提
供
」
な
ど
事
故
の
撲
滅
に
取
り



連合との合同安全・適正就業パトロールが５

月19日、女性会員８名からなる清掃グループ

（松田キヨコリーダー）が就労する沖縄こども

の国園内で実施された。同

園で４月に２件の転倒事故

があったことを受けて実施

するもので、それに先立ち、

上原秀雄理事長や浜比嘉宗

明副理事長らによる巡回訪

問も行われた。連合の我那

覇宗孝指導員は「園内には

建造物が多く起伏もある中

での清掃は、転倒のリスク

が高まる。常に細心の注意

が必要」と話した。

（３）令和５年７月５日 公益社団法人 沖縄市シルバー人材センター （第１９４号）

第
３
回
理
事
会
は
み
な
し
決
議

理
事
会
開
催
は
な
く
、
「
一
般
社
団
法
人
及
び
一

般
財
団
法
人
に
関
す
る
法
律
第
96
条
」
及
び
「
定
款

第
38
条
」
の
規
定
に
よ
り
、
理
事
全
員
が
書
面
で
も
っ

て
同
意
の
意
思
表
示
を
し
た
た
め
、
理
事
会
決
議
を

省
略
し
、
み
な
し
決
議
と
な
っ
た
。

議
案
第
１
号
「
正
会
員
の
入
会
」
つ
い
て
は
、
６

人
が
承
認
さ
れ
そ
の
結
果
、
６
月
27
日
現
在
の
会
員

数
は
５
３
４
人
（
女
性
１
７
８
人
・
男
性
３
５
６
人
）

と
な
っ
た
。
な
お
、
５
月
の
退
会
者
は
２
人
。

議
案
第
２
号
「
令
和
５
年
度
安
全
・
適
正
就
業
推

進
強
化
月
間
実
施
要
綱
」
（
４
面
掲
載
）
も
原
案
通

り
承
認
さ
れ
た
。

就
業
延
人
員

配
分
金

契
約
金
額
は
増

ー
５
月
実
績
ー

令
和
５
年
５
月
の
主
な
実
績
で
は
、
会
員
数
５
２

７
人
で
４
人
の
微
減
（
０
％
）
、
就
業
実
人
員
３
１

９
人
で
２
人
の
微
減
（
０
％
）
、
就
業
延
人
員
３
０

２
５
人
で
３
１
７
人
の
増
（
10
％
）
、
配
分
金
約
１

７
４
０
万
円
で
約
２
８
８
万
円
の
増
（
16
％
）
、
契

約
金
額
約
２
１
５
９
万
円
で
約
３
４
９
万
円
の
増

（
16
％
）
と
な
っ
た
。

（
対
前
年
比
同
月
比
）

令和５年度第２回安全・適正就業委員会（小橋川

啓委員長）が６月13日、シルバーワークプラザ執務

室で開催された。協議事項として、令和５年度「安

全・適正就業推進強化月間」の取り組みをはじめ、

安全・適正就業推進大会や安全・適正就業推進計画

への追加項目等について話し合われ、安全・適正就

業推進大会の開催等については実施要綱案に基づい

て行うことが確認された。その他、報告事項につい

て仲里副委員長から令和４年度拠点センターの事故

実績報告の後、全国統一スローガン（令和５年度～

令和７年度）や「エイジフレンドリーガイドライン」

についての報告があった。（４面に実施要綱）

（右から）仲里栄信副委員長、小橋川啓委員長、

瀬名波奈緒美担当事務局員、高吉満弘委員

７月の強化月間に向けて
第２回安全・適正就業委員会

エイジフレンドリーガイドライン：厚労省が

令和２年３月に公表したもので、高年齢労働

者の安全と健康確保のためのガイドライン。

エイジフレンドリーは「高齢者の特性を考慮

した」を意味する。

女性就労現場で相次ぐ転倒事故
連合と合同安全パトロール実施

令
和
５
年
度
～
令
和
７
年
度

～

全
国
統
一
ス
ロ
ー
ガ
ン

～

「

安
全
は

無
理
せ
ず

焦
ら
ず

油
断
せ
ず
」



（第１９４号） 公益社団法人 沖縄市シルバー人材センター 令和５年７月５日（４)

目

的

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
を
推
進
す
る
上
で
、
会
員
の
健
康
管
理
と

安
全
で
適
正
な
就
業
の
確
保
は
最
重
要
課
題
で
あ
る
。
令
和
４
年
度
に
お
い

て
は
、
就
業
現
場
の
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
や
会
員
間
に
よ
る
声
掛
け
を
行
う
な

ど
安
全
意
識
の
共
有
と
各
就
業
現
場
に
お
け
る
事
故
防
止
対
策
を
強
化
し
て

き
た
が
、
残
念
な
が
ら
５
件
の
事
故
が
発
生
し
て
い
る
。
ま
た
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
も
依
然
と
終
息
の
兆
し
が
見
ら
れ
な
い
中
、
会
員
及
び

役
職
員
が
一
体
と
な
り
、
よ
り
一
層
、
事
故
防
止
対
策
、
感
染
防
止
対
策
に

取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
よ
っ
て
、
７
月
の
「
安
全
・
適
正
就
業
推

進
強
化
月
間
」
に
お
い
て
は
、
安
全
・
適
正
就
業
の
徹
底
強
化
を
図
り
、
事

故
の
な
い
安
全
な
就
業
環
境
づ
く
り
を
推
進
す
べ
く
次
の
と
お
り
取
り
組
む
。

１
「
安
全
・
適
正
就
業
推
進
強
化
月
間
」
の
取
組
み

（
１
）
期

間

令
和
５
年
７
月
１
日
（
土
）
～

31
日
（
月
）

（
２
）
取
組
内
容

①

「
安
全
・
適
正
就
業
推
進
大
会
」
の
開
催

・
日

時

:

令
和
５
年
７
月
12
日
（
水
）
午
後
１
時
30
分

・
場

所

:

シ
ル
バ
ー
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ

2F

大
会
議
室

②

横
断
幕
や
の
ぼ
り
等
の
掲
揚

③

県
シ
ル
バ
ー
連
合
主
催
の
「
安
全
大
会
」
等
へ
の
参
加

④

そ
の
他
、
安
全
管
理
教
育
等
の
開
催

２

安
全
就
業
ス
ロ
ー
ガ
ン

令
和
５
年
度
～
令
和
７
年
度

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
全
国
統
一
ス
ロ

ー
ガ
ン

『

安
全
は

無
理
せ
ず

焦
ら
ず

油
断
せ
ず

』

３

安
全
・
適
正
就
業
へ
の
取
組
み

安
全
・
適
正
就
業
の
取
組
み
に
つ
い
て
は
「
安
全
掲
示
板
」
「
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
」
「
ニ
ュ
ー
ス

ゆ
ん
た
く
」
等
を
活
用
し
た
情
報
の
提
供
を
行
う
と
と

も
に
、
会
員
自
身
の
健
康
管
理
と
事
故
防
止
対
策
の
意
識
高
揚
を
図
る
た
め

の
取
組
み
を
行
う
。

（
１
）
安
全
就
業

ア

就
業
前
の
ラ
ジ
オ
体
操
と
作
業
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
徹
底
し
、
会
員
の

健
康
状
態
を
把
握

イ

単
独
就
業
是
正
の
徹
底

ウ

危
険
予
知
活
動
（
Ｋ
Ｙ
Ｍ
）
と
安
全
保
護
具
（
安
全
帽
、
命
綱
等
）
使
用

の
徹
底

エ

刈
払
機
の
適
正
使
用
と
防
護
ネ
ッ
ト
設
置
の
徹
底
（
小
石
等
飛
散
防
止
）

オ

脚
立
の
適
正
使
用
及
び
就
業
現
場
の
整
理
・
整
頓
（
落
下
・
転
倒
の
防
止
）

カ

法
面
（
斜
面
）
に
お
け
る
安
全
就
業
の
推
進

キ

就
業
現
場
巡
回
に
よ
る
安
全
措
置
及
び
感
染
防
止
措
置
（
マ
ス
ク
着
用
等
）

の
点
検
・
確
認
と
就
業
会
員
の
体
調
（
発
熱
等
）
確
認
の
徹
底

ク

「
作
業
中
」
表
示
板
等
に
よ
る
第
三
者
へ
の
注
意
喚
起
の
徹
底

ケ

タ
イ
ヤ
止
め
使
用
の
徹
底
と
「
高
齢
運
転
者
等
に
係
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

の
活
用

コ

事
故
原
因
の
分
析
と
防
止
策
の
推
進

サ

「
安
全
就
業
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
「
安
全
・
適
正
就
業
マ
ニ
ュ
ア
ル
」

等
の
配
布
と
活
用

シ

熱
中
症
予
防
・
対
策
の
徹
底
と
注
意
喚
起
、
情
報
等
の
提
供

ス

「
安
全
就
業
基
準
不
履
行
等
会
員
に
対
す
る
措
置
」
の
推
進

（
２
）
適
正
就
業

ア

「
適
正
就
業
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
活
用
し
た
、
適
正
な
就
業
の
徹
底

イ

臨
時
的
・
短
期
的
・
軽
易
な
就
業
の
徹
底

ウ

発
注
者
か
ら
の
「
指
揮
命
令
」
や
「
混
在
就
業
」
等
の
排
除

エ

「
受
注
票
」
「
契
約
書
」
「
請
書
」
等
に
お
け
る
不
適
正
な
記
載
の
確
認

及
び
就
業
実
態
の
自
主
点
検

４

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応

（
１
）
会
員
へ
の
感
染
予
防
措
置
等
の
周
知

ア

手
洗
い
、
う
が
い
、
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
、
マ
ス
ク
着
用
及
び
外
出
自
粛
等

の
奨
励

イ

風
邪
症
状
や
発
熱
（
37
度
以
上
）
時
の
就
業
自
粛

ウ

「
新
し
い
生
活
様
式
」
の
周
知
・
推
進

（
２
）
就
業
機
会
の
確
保
・
提
供
に
係
る
感
染
防
止
対
策

ア

新
規
受
注
時
の
感
染
予
防
対
策
・
感
染
リ
ス
ク
の
確
認
の
徹
底

イ

就
業
中
の
感
染
防
止
対
策
（
マ
ス
ク
着
用
、
３
密
回
避
等
）
の
徹
底

ウ

感
染
症
の
拡
大
状
況
に
応
じ
て
就
業
の
延
期
、
中
止
等
を
検
討

令和５年度「安全・適正就業 推進強化月間」実施要綱７月


